
夢は『イージス艦』の艦長
月
１
４
日
（
木
）、
防
衛
大
学
校
一
般
（
人

域
事
務
所
（
所
長　

松
浦
１
海
尉
）
は
、
２

護
衛
艦
「
こ
ん
ご
う
」
の
見
学
を
実
施
し
た
。

粟
地
さ
ん
は
３
年
前
に
横
須
賀
で
実
施
さ

れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
松
村
広
報
官
（
当
時
、
市

ヶ
尾
募
集
案
内
所
）
と
出
会
い
、
海
上
自
衛

隊
に
興
味
を
持
っ
た
。
松
村
広
報
官
の
中
学
、

高
校
の
後
輩
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
２
人

上
自
衛
隊
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、

航
空
自
衛
隊
入
間
基
地
で
の
体
験
搭
乗
や
２

年
連
続
で
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り
を
一
緒
に
鑑

賞
す
る
等
、
常
に
将
来
は
自
衛
官
に
な
る
た

め
の
広
報
を
受
け
、
こ
の
３
年
間
を
一
緒
に

歩
ん
で
き
た
。

は
関
係
を
深
め
、
こ
の
３
年
間
で
多
数
の
海

板垣２佐による概要説明を聞いている粟地さん
粟地さんと保護者（中央・右）

艦内にて説明中の板垣２佐（左）と
ご満悦の粟地さん
艦長の席に座って

目
の
当
た
り
に
し
、
と
て
も
興
奮
し
た
様
子

自
衛
隊
に
進
み
、
護
衛
艦
（
イ
ー
ジ
ス
艦
）

れ
た
。
対
応
し
て
下
さ
っ
た
板
垣
２
海
佐
も
、

が
以
前
か
ら
望
ん
で
い
た
護
衛
艦
（
イ
ー
ジ

横
須
賀
に
寄
港
中
の
護
衛
艦
「
こ
ん
ご
う
」

学
校
の
卒
業
生
で
あ
る
護
衛
艦
「
こ
ん
ご
う
」

で
下
さ
り
、
今
回
の
見
学
が
実
現
し
た
。

艦
内
で
の
説
明
は
１
時
間
以
上
に
も
及
ん
だ
。

気
が
湧
い
た
粟
地
さ
ん
は
、
今
後
、
防
衛
大

頑
張
っ
て
い
け
る
と
松
村
広
報
官
は
確
信
し
、

横
須
賀
地
域
事
務
所
で
は
「
今
後
も
対
象

隊
に
導
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

の
対
象
者
が
自
衛
隊
へ
の
理
解
を
深
め
、
入

念願の機関員として部隊へ羽ばたく
た
ち
は
皆
、
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
に
凛
と
し
た
雰
囲
気
で
修
了
式
に
臨
ん
で
い
た
。

こ
の
日
は
朝
か
ら
雪
が
降
り
始
め
、
厳
寒
の
中
で
の
修
了
式
と
な
っ
た
が
、
教
育
を
修
了
し
た
新
隊
員

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
横
須
賀
地

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
厚
木
募
集
案
内
所
（
所
長　

野
田
３
海
佐
）
は
２
月
１
５
日
（
金
）、
海

上
自
衛
隊
横
須
賀
教
育
隊
で
実
施
さ
れ
た
一
般
曹
候
補
生
及
び
自
衛
官
候
補
生
の
修
了
式
に
参
加
し
た
。

厚
木
募
集
案
内
所
か
ら
海
上
自
衛
隊
に
入
隊
し
た
長
谷
川
希
美
２
海
士
は
、
会
社
員
と
し
て
民
間
企
業

に
勤
務
を
し
て
い
た
が
、
平
成
２
９
年
１
０
月
、
砕
氷
艦
『
し
ら
せ
』
の
体
験
航
海
に
参
加
を
し
た
際
、

勤
務
に
あ
た
っ
て
い
た
女
性
自
衛
官
の
姿
や
装
備
品
に
触
れ
、
艦
艇
勤
務
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
た
。
そ

し
て
自
身
も
い
つ
し
か
海
上
自
衛
官
と
し
て
艦
艇
、
特
に
『
し
ら
せ
』
で
勤
務
を
し
た
い
と
の
強
い
想
い

が
募
り
、
家
族
と
相
談
を
し
た
結
果
、
海
上
自
衛
隊
を
受
験
す
る
決
意
が
固
ま
り
、
平
成
３
０
年
５
月
に

行
わ
れ
た
一
般
曹
候
補
生
試
験
で
見
事
に
合
格
、
平
成
３
０
年
９
月
に
一
般
曹
候
補
生
と
し
て
海
上
自
衛

置
さ
れ
た
。

機
関
員
に
指
定
さ
れ
た
長
谷
川
２
海
士
は
、「
た
く
さ
ん
の
良
い
同
期
に
恵
ま
れ
、
厳
し
い
教
育
を
乗
り

『
し
ら
せ
』
に
乗
艦
し
て
南
極
に
行
き
、
南
極
の
氷
を
厚
木
募
集
案
内
所
に
届
け
に
行
き
た
い
で
す
」
と
目

担
当
し
た
広
報
官
の
高
杉
２
陸
曹
は
、「
努
力
を
重
ね
て
海
上
自
衛
官
に
な
る
夢
を
叶
え
た
長
谷
川
２
海

れ
る
広
報
官
と
い
う
仕
事
を
誇
り
に
し
て
、
今
後
も
募
集
広
報
業
務
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
募
集
対
象
者
に
対
す
る
親
身
な
募
集
広
報
に
取
り
組
み
、
１
人
で
も
多

隊
横
須
賀
教
育
隊
に
入
隊
し
、
４
ヶ
月
の
厳
し
い
教
育
を
無
事
に
修
了
し
て
大
湊
警
備
隊
（
青
森
）
に
配

高杉広報官（左）と長谷川２海士（右）

同期と記念撮影する長谷川２海士（左端）

文
）
に
合
格
し
た
粟
地　

龍
斗
さ
ん
に
対
し
、

あ
わ
ち

り
ゅ
う
と

粟
地
さ
ん
は
、
初
め
て
の
イ
ー
ジ
ス
艦
を

で
防
衛
大
学
校
卒
業
後
は
何
と
し
て
も
海
上

の
艦
長
に
な
り
た
い
と
い
う
夢
を
語
っ
て
く

こ
の
度
の
見
学
に
つ
い
て
は
、
粟
地
さ
ん

ス
艦
）
見
学
を
行
う
た
め
、
松
村
広
報
官
は

に
出
向
き
、
事
情
を
説
明
す
る
と
、
防
衛
大

砲
雷
長
・
板
垣
２
海
佐
が
事
情
を
快
く
酌
ん

粟
地
さ
ん
の
真
っ
直
ぐ
な
気
持
ち
を
酌
み
、

こ
の
見
学
を
き
っ
か
け
に
、
更
な
る
や
る

学
校
に
進
ん
で
も
今
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

こ
の
見
学
を
終
え
た
。

者
に
寄
り
添
う
広
報
を
心
掛
け
、
更
に
多
く

越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
念
願
の
機
関
員
と
し
て
艦
艇
に
勤
務
で
き
る
の
で
、
い
つ
か
は
砕
氷
艦

を
輝
か
せ
て
話
を
し
て
く
れ
た
。

士
を
担
当
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
入
隊
を
志
願
す
る
若
者
た
ち
の
人
生
に
関
わ

厚
木
募
集
案
内
所
は
、「
募
集
対
象
者
の
特
性
に
応
じ
て
親
身
に
対
応
し
た
こ
と
で
、
有
為
な
人
材
を
獲

く
の
志
願
者
を
獲
得
で
き
る
よ
う
募
集
活
動
に
励
ん
で
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。


